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ウエアラブルバイオセンサを用いた
自律神経バランスの自動測定·解析
ソフトとその応用

【今回発表する技術】
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自律神経の働き

私たちの体は、気温の変化
や精神的ストレスなど外から

の刺激に対して、体内の状
態を一定に保とうとする働き

（生体の恒常性）があります。
この働きを担うのが、

自律神経で、内臓や血管の
収縮・拡張、ホルモン分泌な

ど、すべての器官を調整して
いる。
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自律神経のはたらき：交感神経と副交感神経

昼間活発 夜活発

車のアクセル 車のブレーキ

自律神経は、活動する神経とい

われる『交感神経』と、 休む神
経といわれる『副交感神経』の２
つの神経が各臓器に対して、お
互い相反しながら作用し、生体
の恒常性を維持させます。

柳原延章、 健康プラス 2:46-47, 2007より
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交感神経の過度の緊張

最近の社会を取り巻く変化や生活からの様々な
ストレスは、交感神経の過剰な緊張を招く。

このストレスが長期に渡ると、自律神経のバランスが
乱れ、自律神経機能不全を誘い、最終的には胃潰瘍
等の消化性疾患や心筋梗塞、脳卒中等の疾患を引き
起こし、最悪の場合は死に至る。
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ストレスからの自律神経系へ
の影響をどのようにすれば、
測定出来るのか？
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大脳辺縁系

心身自律神経バランス学
後藤幸生、2011年より

心拍リズムを解析すれば
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自律神経バランス評価の一つとして心拍変動解析法が用いられて
いる。

今回の方法は測定の際に仰臥位とそれに続く起立負荷テストと併せ、
正確な自律神経活動を六角形のレーダーチャートに図示するもので、
自律神経の機能を交感及び副交感神経パラメータの各々3つ、合計
6つの成分から構成され、その活動バランスの良否及び何らかの歪み
がないかどうかなどを一目で評価できるように作成されたものである。

また、従来の測定だと、被験者のそばに測定者が１人寄り添い測定
する必要があったが、今回の方法では自分一人でも測定可能となる
ように、測定操作及び解析を自動化した。

【今回の技術の特徴】
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更年期障害患者における自律神経バランスの変動

Menopause 21 (6): 669-672, 2014

Yanagihara N. et al.

更年期障害患者では、健常者と比べて
３つのポイントにおいて低下していた。
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更年期障害重症度(SMI)とSDRR(sup)との関係

(＊p=0.0167)
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Menopause 21: 669-672,  2014

Yanagihara N. et al.

更年期障害重症度(SMI) と
SDRR(sup) の間に統計学的
に有意な負の相関性が観察
された

更年期障害患者

特許出願：2013－148778
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【従来技術とその問題点】

１）従来の自律神経バランス評価として、その多くは
安静時のみを測定し、単に交感・副交感神経活動
を比較しただけで判断したものである。
一方、今回の方法は測定の際に安静時に加えて、
起立負荷の刺激を与えてより複雑化した方法が
採用されている。
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２）既に実用化されているものにはスマートフォン
による自律神経バランス測定用のアプリ
ケーションソフト等がある。しかし、このアプリ
による方法は指の脈波を測定するもので正確
さに欠ける。また、測定時の姿勢や呼吸等は
考慮されておらず、学術的な評価を受ける場合
（論文や学会発表等）には不適である。

【従来技術とその問題点】
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ウエアラブルバイオセンサSilmee による自律

神経バランスの自動測定·解析ソフトの開発

産業技術総合開発機構（NEDO）の支援を得て、北九州のドラ
ッグストア7店舗において来店したお客様に対して、この
測定装置の利用の簡易度や問題点等について実証実験を実
施した。(平成26年～平成28年度）
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生体バイオセンサSilmeeウエアラブルバイオセンサSilmee（東芝又はTDK製）

表側 裏側
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１）企業や会社でのストレスチェックにおける自律
神経バランス評価

法律の施行により一昨年12月より50人以上の企業や会社に
おいてアンケート形式によるストレスチェックの実施が義務化
された。
今回の自動測定·解析ソフトを用いた自律神経バランスは、
企業における過重労働やストレス負荷がかかっている高スコア
の従業員のストレスチェック(主観的評価）を補完する客観的
評価手段としての利用が期待される。

【想定される用途】
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自律神経バランス自動測定·解析ソフトの開発
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自律神経バランスの自動計測／解析
アプリケーションソフトの開発
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２）臨床の場での自律神経バランス評価

①うつ病患者におけるバランス研究（精神科）

④妊娠高血圧症におけるバランス研究（産婦人科）

②糖尿病患者におけるバランス研究（糖尿病内科）

③パーキンソン病におけるバランス研究（神経内科）

現在、以下の患者において臨床の場での研究が
進められている。

【想定される用途】
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３）その他、医療関係施設等での応用

②鍼灸やマッサージにおける自律神経バランス測定

①薬局における自律神経バランス測定

③ヨガや気功教室での自律神経バランス測定

④臨床心理士による面談での自律神経バランス測定

【想定される用途】
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【実用化に向けた課題】

１）今後、企業や会社におけるストレスのハイスコア
の人の自律神経バランス評価のデータや種々
の臨床現場での疾患との関連した実験データを
取得し、ストレス状態や病状にどのように関連し
ているのか明らかにする。

２）現在用いているウエアラブルバイオセンサとして、
東芝が開発したSilmeeを用いているが、東芝が
その部門をTDKに売却し、販売中止となった。
その後、 TDKがこの３月よりSilmee Lite として
販売を再開したが、多少その操作が異なっており
TDK対応にソフトを作り変える必要がある。
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【企業への期待】

１）TDKのSilmee Lite対応のソフトについては、現在、ソフ
トのバージョンアップをしている事により克服できると
考えている。

２）医療分野への展開を考えている企業には、本技術の
利用や応用の展開が期待される。

３）上記に述べた自律神経バランス測定技術は、医療機
関（病院、薬局、鍼灸、マッサージ等）での業務用（希
望価格１５万円程度）を想定している。

４）今後、さらに個人を対象とした安価(1万5千円程）な

測定装置を目指して開発中である。
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